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県
内
エ
キ
ス
パ
ー
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　　

1
8
8
9
年
に
創
業
し
た
我
社
で
青
森
ヒ
バ

（
以
下
ヒ
バ
）を
専
門
的
に
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、1
9
4
0
年
頃
で
す
。そ
れ
ま
で
は
手
割
柾

（
て
わ
り
ま
さ
）と
い
う
屋
根
の
部
材
な
ど
を
ヒ
バ

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、戦
後
復

興
に
よ
り
線
路
工
事
の
需
要
が
増
え
、ヒ
バ
製
の

枕
木
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ヒ
バ
の
耐
久
性
は
古
く
か
ら
認
知
さ
れ
て
お

り
、青
森
の
産
物
と
し
て
北
前
船
で
も
運
ば
れ
て

い
ま
し
た
。そ
の
た
め
西
日
本
の
寺
院
や
、岩
手

県
に
あ
る
中
尊
寺
金
色
堂
に
も
ヒ
バ
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。ち
な
み
に
当
時
は
南
部
藩
が
切
り
出

し
て
輸
出
し
た
ヒ
バ
で
あ
っ
た
た
め
、「
南
部
ヒ
ノ

キ
」と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

私
が
入
社
し
た
当
時
は
石
川
県
金
沢
市
を

筆
頭
に
、山
形
〜
福
井
県
ま
で
の
地
域
を
中
心

に
和
室
の
材
料
と
し
て
材
木
を
卸
し
て
い
ま
し

た
。今
で
も
ヒ
バ
の
行
き
先
の
７
割
は
県
外
で

す
。土
台
や
柱
と
いっ
た
建
材
の
ほ
か
に
最
近
は

皿
な
ど
の
小
物
の
材
料
と
し
て
の
需
要
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
私
自
身
の
話
に
は
な
り
ま
す

が
、前
職
で
社
寺
設
計
に
携
わ
っ
た
繋
が
り
を
活

か
し
て
、今
で
も
全
国
の
寺
や
神
社
に
ヒ
バ
を
使

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。青
森
に
住
ん
で
い
る
と
身

近
す
ぎ
て
自
覚
し
づ
ら
い
で
す
が
、県
外
の
人
か

ら
す
る
と
ヒ
バ
は
憧
れ
の
木
な
ん
で
す
よ
。

　

耐
久
性
、耐
湿
性
、シ
ロ
ア
リ
に
強
い
と
い
う
の

が
ヒ
バ
の
特
徴
で
、材
木
と
し
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

実
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、ヒ
バ
は
成
長
し
大
木
に
な
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。幼
木
の
頃
は
１
ｍ
伸
び

る
ま
で
は
日
陰
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
れ
を
越

す
と
た
っ
ぷ
り
の
日
光
を
欲
す
る
よ
う
に
な
り
、

日
向
で
な
い
と
育
た
な
く
な
り
ま
す
。一
方
で
最

適
す
ぎ
る
環
境
で
順
調
に
育
っ
た
ヒ
バ
は

1
0
0
年
に
な
る
前
に
漏
脂
病
等
に
か
か
っ
た

り
し
て
、死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。雪
で
折
れ
た
枝

の
隙
間
か
ら
差
し
込
ん
だ
光
に
よ
り
、森
の
中
で

周
辺
の
幼
木
の
成
長
が
再
び
始
ま
り
ま
す
。原

生
林
的
に
自
然
淘
汰
さ
れ
る
厳
し
い
環
境
が
青

森
ヒ
バ
に
は
重
要
な
の
で
す
。我
々
が
今
、伐
採

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
1
6
0
年
〜
2
5
0
年
生

の
大
木
は
全
て
こ
の
過
程
を
経
た
天
然
木
で
、現

在
の
蓄
積
量
を
減
ら
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、計

画
的
に
伐
採
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
半
の
木
材
は
、木
材
産
業
の
非
常
に
早
い
サ

イ
ク
ル
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。こ
の
国
内
唯
一
の
天
然
木

「
青
森
ヒ
バ
」だ
け
は
、自
然
の
流
れ
の
中
で
ゆ
っ

く
り
育
て
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
。

　

我
が
社
は
ヒ
バ
に
対
し
て
は
相
当
な
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
て
、材
木
屋
で
あ
る
以
上
、設
計
士

よ
り
も
木
材
に
つい
て
詳
し
く
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
ヒ
バ
の
年
輪
を
見
る

と
小
さ
な
穴
が
空
い
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ノ
キ
な
ど
の
木
は
小
さ
な
穴
か
ら
腐
り
が
全

体
に
広
が
る
の
で
、大
工
さ
ん
達
に
は
欠
点
に
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、ヒ
バ
の
場
合
は
腐
り
を
止
め

る
ほ
ど
の
抗
菌
力
が
あ
る
の
で
多
少
の
穴
は
問

題
が
な
い
ん
で
す
。

　

強
引
に
地
元
の
木
を
使
え
と
謳
っ
て
も
、思
い

入
れ
が
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。建
材

で
も
雑
貨
で
も
森
林
の
こ
と
で
も
、き
っ
か
け
は

何
で
も
い
い
の
で
木
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
。我
々
の
よ
う
な
業
者
が
ヒ
バ
の
こ
と

を
し
っ
か
り
伝
え
、木
へ
の
愛
情
を
育
む
仕
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
ぜ
な

ら
、県
産
材
を
誇
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
青
森
県

民
し
か
で
き
な
い
特
権
な
の
で
す
か
ら
。

古
来
か
ら
信
頼
さ
れ
て

き
た
青
森
ヒ
バ
。

い
い
木
は
ゆ
っ
く
り
育
つ
。

知
識
と
良
さ
を

伝
え
る
こ
と
が
役
目
。

青
森
ヒ
バ
の
専
門
店
が
伝
え
る

ヒ
バ
の
魅
力
と
県
産
材
の
こ
れ
か
ら
。
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館
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ー
1 TEL.017-781-1148

県産材の利用を考える際は下記に留意し計画してください。

製　材 集成材 LVL（単板積層材） CLT（直交集成板）

●丸太（原木）を切削加工した
　もの。
●強度等の特性は、樹種による
　違いのほか、産地個体の差、
　どの部分から製材したか（木
　取り）による違いがある。

●鋸挽きされた板状の製材（ラ
　ミナ）を繊維方向が平行にな
　るように積層接着したもの。
●積層や縦継ぎにより、大断面、
　長尺のサイズを製造可能。
●ラミナの品質区分により、要
　求性能に併せた品質の集成
　材を製造可能。

●丸太をカツラ剥きにした単板
　を複数枚、繊維方向が平行に
　なるように積層接着したもの。
●単板の品質を評価・選別する
　ことで、要求性能に見合った
　品質のLVLを製造可能。

●ラミナを横に並べた層を軸方
　向に直交させながら積層接
　着したもの。
●大判のCLTで壁等を構成す
　るCLTパネル工法が可能。

規模や敷地
▶用途
▶規模（階数、面積）
防火規制
▶無指定
▶準防火地域
▶防火地域

木材調達
▶森林組合
▶製材所
▶県木協　等
建築計画
▶建築士事務所協会
▶建築士会　等

木材の確保
▶県産材の確保が可能か
▶一般流通材の品質・規格
構法の選定
▶木造
▶混構造
▶認定工法
▶内装木質化

コストの考え方
▶本体、基礎工事、維持管理の
　ほか、環境性能など総合的な
　検討

コストの検討
▶木造として、コストを予算範
　囲に納めるための検討

建 築 物 の 木 造 ･ 木 質 化 の 建 築 計 画

◆利用者の心身に働きかける様々な   
　効果
◆地球環境にやさしく、地域経済の活
　性化に寄与
◆工事費、工期、税制上のメリット
　（短い減価償却期間）

◆地域で供給可能な木材の情報
　（種類、寸法、数量、納期）
◆調達ルート 
　製材所 ・ プレカット工場 ・
　材木店　など

◆構造設計、意匠設計の検討
◆調達可能な木材でどのような設計
　ができるか

木造・木質化の
メリットを考える1 2 構法（架構タイプ）や

空間デザインを考える3木材の調達を考える

県 産 材 を 利 用 す る に は
県 産 材 利 用 に 役 立 つ 様 々 な 資 料 や 情 報 な ど を 掲 載 。

法的なチェック 連携体制づくり 構法等の検討 コストの検討

木 材 利 用 に 向 け た 建 築 計 画

県 産 材 利 用 の 留 意 点

主 な 木 質 材 料（ 県 産 材 利 用 の 候 補 と な るも の ）
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県
産
材
を
利
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す
る
に
は

　木造は、必要な維持管理を行うことで大きな修繕に至ることなく長持ちさせることが可能です。蟻害、腐朽、

乾燥・収縮（割れ）、たわみ、摩耗、退色などが木造に特有の劣化現象です。設計時に、これらの項目に配慮し

た維持管理について検討しておくことが重要です。また、発注者は、設計者の検討した維持管理の内容を踏

まえ、あらかじめ維持管理の方法や予算化の時期などを検討しておきましょう。

　軒の出を深くし外壁への雨掛かりを少なくすることなどが有効です。塗装仕上げを選択する場合は、耐
久性にも配慮した塗料を選択するとともに、あらかじめ再塗装の目安を維持管理計画に設け、定期的な
点検・塗装を行います。
　再塗装の目安としては、「顔料が落ち、色があせてきて、木材の基材が見え始めた時点」などとすること
が考えられます。

　蟻害・腐朽を防止するためには水をコントロールすることが有効であり、雨掛かりのないように設計す
るなど設計計画での工夫が求められます。
　また、外壁の納まりや断熱材の配置、配管の位置などの結露対策が不十分であれば、結露による木材
の劣化が維持管理費用を増大させることなども考えられるため、断熱・気密も考慮した設計・施工が求めら
れます。

　再塗装や保守・点検などの維持管理が効率的かつ安全に実施できるよう、各部点検口、作業スペー
ス、搬出入経路などを設けます。設備システムなどの機器配置は、保守・点検・清掃が効率的かつ容易に
行えるよう配慮します。
　また、仕口に金物を使用している場合には１年目点検・２年目点検が必要になります。金物の緩みなど
は安全性に影響するため、増し締めをするなどの検討を行います。その際に足場を必要としないような工
夫があると維持管理費用を削減できます。

　仕上げ材料や設備機器類の更新が経済的かつ容易に行えるように、配管・配線・ダクトなどは交換しや
すい設計及び資材の選択を心掛けます。また、更新周期の異なる仕上げ材料や設備機器類の交換にあた
っては、健全部分の取り壊しが生じないような設計にすることも重要です。

　県産材は、主に製材工場、LVL工場、合板工場で加工され、建材販売店やプレカット工場を経て施工現場へ納品
されることが多くなっています。なお、県産材を取り扱っている製材工場や建材販売店等からの調達に期間を要する
こともあるので、計画段階から調達先、時期、調達方法等について検討する必要があります。

■県産材の利用においては、取扱業者を確認の上、設計事務所・施工業者と情報共有しましょう。
　県産材取扱業者についてはP29ページで紹介の
　「県産材展示商談サイト」、｢県産材ウェブカタログあおもりの木～青森県産材～｣で御確認ください。

■集成材については、加工工場のほとんどが青森県外にあるため、青森県産のラミナ（ひき板）を使った集成材の作
　成を依頼する場合は、あらかじめラミナを製造している製材工場の情報を集成材工場に事前に伝えると調達しや
　すくなります。

■一定の強度を必要とするものは品質・性能が担保されたJAS材の利用を検討しましょう。
　JAS材取扱い工場一覧はP30ページで御確認ください。

■内装、建具、家具、什器へ県産材を取り入れることも可能です。
　身近なものにも県産材を取り入れてみましょう。

木 材 と 上 手 く 付 き 合 う た め に

木 造 に お け る 維 持 管 理 の 考 え 方

1 外構・外装における劣化防止のポイント

2 維持管理費を抑える設計セオリー

3 作業性への配慮

4 更新性への配慮

施工現場

設計事務所

施工業者

●スギ
●アカマツ
●カラマツ
●ヒバ ラミナ

製　材

材料調達を調整

LVL

丸　太 製材工場
プレカット
工場

LVL工場

合板工場

集成材・CLT

集成材
工場

CLT工場

合板
建材販売店

木 造 建 築 物 の 維 持 管 理 木 材 供 給 ル ー ト

県 産 材 の 利 用 に 向 け て
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乾燥・収縮（割れ）、たわみ、摩耗、退色などが木造に特有の劣化現象です。設計時に、これらの項目に配慮し

た維持管理について検討しておくことが重要です。また、発注者は、設計者の検討した維持管理の内容を踏

まえ、あらかじめ維持管理の方法や予算化の時期などを検討しておきましょう。
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　蟻害・腐朽を防止するためには水をコントロールすることが有効であり、雨掛かりのないように設計す
るなど設計計画での工夫が求められます。
　また、外壁の納まりや断熱材の配置、配管の位置などの結露対策が不十分であれば、結露による木材
の劣化が維持管理費用を増大させることなども考えられるため、断熱・気密も考慮した設計・施工が求めら
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　再塗装や保守・点検などの維持管理が効率的かつ安全に実施できるよう、各部点検口、作業スペー
ス、搬出入経路などを設けます。設備システムなどの機器配置は、保守・点検・清掃が効率的かつ容易に
行えるよう配慮します。
　また、仕口に金物を使用している場合には１年目点検・２年目点検が必要になります。金物の緩みなど
は安全性に影響するため、増し締めをするなどの検討を行います。その際に足場を必要としないような工
夫があると維持管理費用を削減できます。

　仕上げ材料や設備機器類の更新が経済的かつ容易に行えるように、配管・配線・ダクトなどは交換しや
すい設計及び資材の選択を心掛けます。また、更新周期の異なる仕上げ材料や設備機器類の交換にあた
っては、健全部分の取り壊しが生じないような設計にすることも重要です。

　県産材は、主に製材工場、LVL工場、合板工場で加工され、建材販売店やプレカット工場を経て施工現場へ納品
されることが多くなっています。なお、県産材を取り扱っている製材工場や建材販売店等からの調達に期間を要する
こともあるので、計画段階から調達先、時期、調達方法等について検討する必要があります。

■県産材の利用においては、取扱業者を確認の上、設計事務所・施工業者と情報共有しましょう。
　県産材取扱業者についてはP29ページで紹介の
　「県産材展示商談サイト」、｢県産材ウェブカタログあおもりの木～青森県産材～｣で御確認ください。

■集成材については、加工工場のほとんどが青森県外にあるため、青森県産のラミナ（ひき板）を使った集成材の作
　成を依頼する場合は、あらかじめラミナを製造している製材工場の情報を集成材工場に事前に伝えると調達しや
　すくなります。

■一定の強度を必要とするものは品質・性能が担保されたJAS材の利用を検討しましょう。
　JAS材取扱い工場一覧はP30ページで御確認ください。

■内装、建具、家具、什器へ県産材を取り入れることも可能です。
　身近なものにも県産材を取り入れてみましょう。

木 材 と 上 手 く 付 き 合 う た め に

木 造 に お け る 維 持 管 理 の 考 え 方

1 外構・外装における劣化防止のポイント

2 維持管理費を抑える設計セオリー

3 作業性への配慮

4 更新性への配慮

施工現場

設計事務所

施工業者

●スギ
●アカマツ
●カラマツ
●ヒバ ラミナ

製　材

材料調達を調整

LVL

丸　太 製材工場
プレカット
工場

LVL工場

合板工場

集成材・CLT

集成材
工場

CLT工場

合板
建材販売店

木 造 建 築 物 の 維 持 管 理 木 材 供 給 ル ー ト

県 産 材 の 利 用 に 向 け て


